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サ
テ
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て

―
―
中
世
天
草
版
平
家
物
語
を
中
心
に
―
―

一　
は
じ
め
に

現
代
語
の
サ
テ

（１
）
は
、
い
わ
ゆ
る
転
換
の
接
続
詞
と
し
て
機
能
し
て

い

る
。

（
１
）

（
ド
ラ
マ
で
、
深
夜
独
り
で
残
業
）

サ
テ
、
そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う
か
な
ぁ
。

サ
テ
に
つ
い
て
現
代
語
で
は
浜
田

（
一
九
九
五
）
等
、
古
代
語
で
は
荻
野

（
二
〇
〇
〇
）

。
西
田

（
二
〇
〇

一
）
等
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
サ
テ
は
転
換
の
接
続
詞
で
あ
る
と
い
う
前
提

で
考
察
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
岡
崎

（
二
〇
〇
八
、
二
〇
〇
九
）

は
中
古
の
サ
テ
に
は
副
詞
と
接
続
詞
の
両
方
の
働
き
が
あ
り
、
歴
史
的
に
副

詞
的
な
機
能
を
失

っ
た
こ
と
、
ま
た
現
代
語
の
サ
テ
に
も
転
換
以
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
働
き
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（
２
）

（副
詞
的
用
法
）
「
情
な
き
人
な
り
て
ゆ
か
ば
、
さ
て
心
や
す
く
て
し

も
え
お
き
た
ら
じ
を
や
」
な
ど
言
ふ
も
あ
り
。

岡

崎

友

子

（源
氏
、
若
紫
四
巻
、
二
〇
四
頁
）

な
お
、
サ
テ
の
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
岡
崎

（
二
〇
〇
八
）
で
は
、
中
古

語
と
現
代
語
の
比
較
か
ら
の
予
測
の
み
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
鉢
論
で
は
中
世
以
降
の
資
料
を
調
査

。
分
析
し
、
変
化
の

一
端

を
論
じ
て
い
く
。
ま
た
、
特
に
中
世
末
期
の
天
草
版
平
家
物
語
と
原
拠
本
の

対
照
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
サ
テ
が
歴
史
的
な
流
れ
の
中
で
、
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
の
か
、
そ
の
様
相
を
示
し
て
い
き
た
い
。

二
　
現
代
語
と
中
古
語
の
サ
テ
の
用
法
に
つ
い
て

サ
テ
の
変
化
を
考
察
す
る
前
に
、
現
代

。
中
古
語
の
サ
テ
に
つ
い
て
確
認

し
、
さ
ら
に
中
古
語
の
用
法
に
つ
い
て
は
再
考
し
て
お
き
た
い
。

二

・
一　

現
代
語
の
サ
テ
に
つ
い
て

現
代
語
の
サ
テ
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る

（岡
崎
二
〇
〇
八
、
二

〇
〇
九
）
。



（
３
）

サ
テ

①
　
添
加
十
転
換
Ａ

（
ソ
シ
テ
と
似
た
働
き
を
す
る
も
の
）

サ
テ

②
　
転
換
Ｂ

（
ト
コ
ロ
デ
と
似
た
働
き
を
す
る
も
の
）

サ
テ

③
　
転
換
Ｃ

（
デ
ハ
と
似
た
働
き
を
す
る
も
の
）

↓
サ
テ
③
は
さ
ら
に
③
質
問
と
③
話
題

・
行
動

ま
た
、
接
続
詞
と
し
て
は
機
能
し
て
い
な
い
、
感
動
詞
的
用
法
が
あ
る
。

サ
テ

④
　
感
動
詞
的
用
法

（他
、
慣
用
的
な
も
の
）

（
‘

ア
①
に
つ
い
こ

サ
テ
①
は
、
以
下
の
よ
う
に
ソ
シ
テ
と
似
た
働
き
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
４
）

「
マ
ー
フ
ィ
ー
の
法
則
」
な
る
も
の
が
、
か

つ
て
流
行
し
た
。
（中

略
）
「
別
の
列
に
移
動
す
る
と
、
元
の
列
の
方
が
早
く
動
き
出
す
」

と
い
っ
た

「真
理
」
に
、
大
い
に
肯
い
た
覚
え
が
あ
る
。
（さ
て
／

ソ
シ
テ
）
今
、
「教
員
の
子
は
教
員
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
」

と
聞
け
ば
、
肯
く
向
き
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（朝
日
新
聞
二
〇
〇
八
年
七
月

一
八
日
、

ソ
シ
テ
を
加
え
た
）

サ
テ
①
は
前
件
に
後
件
の
事
柄
を
添
加
す
る
場
合

（同
類
異
項
目
の
添
加
、

森
山
二
〇
〇
六
）
に
現
れ
る
が
、
岡
崎

（
二
〇
〇
九
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に

サ
テ
①
は
ソ
シ
テ
と
違
い
、
後
件
に
場
面

。
視
点
の
転
換
も
必
要
と
す
る

（な
お
、
近
世
頃
ま
で
の
サ
テ
に
は
、
場
面

。
視
点
等
の
転
換
が
な
い
添
加

が
見
ら
れ
る
。
後
で
考
察
を
お
こ
な
う
）
。

（
才

ア
②
に
つ
い
こ

サ
テ
②
は
、
以
下
の
よ
う
に
ト
コ
ロ
デ
と
似
た
働
き
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
５
）

世
の
中
は
い
つ
の
時
代
で
も
せ
ち
が
ら
い
も
の
だ
。
お

っ
と
り
構
え

て
い
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か
出
し
抜
か
れ
て
し
ま
う
。
（さ
て
／
ト

コ
ロ
デ
／
．
ソ
シ
テ
／
〓
デ
ハ
）
、
「人
を
出
し
抜
く
」
こ
と
を
英
語

で
３
Φ
巴

”
暑

８ヽ
５
．∽
，
ｃ
●
０
９

（
＝
人

の
雷
を
盗
む
）
と
い
う
。

（長
谷
川
二
〇
〇
〇
よ
り
、
二
三
頁
、
「
ト

コ
ロ
デ

・
ソ
シ
テ

・
デ

ハ
」
を
加
え
た
）

「
ト
コ
ロ
デ
」
に
つ
い
て
川
越

（
一
九
九
五
）
は
、
「
ト
コ
ロ
デ
」
の
本
質

は

「
話
題

レ
ベ
ル
の
シ
フ
ト
」
で
あ
り
、
本
題
を
導
入
す
る
場
合
に

「
ト
コ

ロ
デ
」
と

「
サ
テ
」
は
置
き
換
え
ら
れ
る
と
す
る
。

（
サ
テ
∩
）
に
つ
い
て
）

サ
テ
③
は
、
以
下
の
よ
う
に
デ
ハ
と
似
た
働
き
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
６
）

（
デ
ハ
／
サ
テ
）
、
次
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

サ
テ
③
は
、
例

（
１
）
（
６
）
の
よ
う
な
次
の
話
題

・
行
動

へ
と
移
る
と

き
に
現
れ
る
場
合
や
、
以
下
の
ク
イ
ズ

・
質
問
形
式
に
現
れ
る

（前
者
を
サ

テ
③
話
題

・
行
動
、
後
者
を
サ
テ
③
質
問
と
す
る
）
。

（
７
）

（前
略
）
「
水
深
１０
セ
ン
チ

・
秒
速
１
メ
ー
ト
ル
」

深
２０
セ
ン
チ

・
秒
速
２
メ
ー
ト
ル
」
に
な
る
と
、

力
は
何
倍
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

（朝
日
新
聞
二
〇
〇
八
年
九
月
三
日
、
デ
ハ
を
加
え
た
）

（
サ
テ
④
に
つ
い
て
）

サ
テ
④
は
、
感
動
詞
と
し
て
働
く
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
疑
念

・

と
ま
ど
い
等
を
表
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る

（ま
た
、
慣
用
句
は
サ
テ
オ
キ

等
）
。

（
８
）

こ
れ
を
高
く
掲
げ
れ
ば
、
「戦
闘
の
ゴ
ー
ル
は
近
い
」
と
示
す
こ
と

が
で
き
る
―
―
。
（中
略
）
目
の
前
の
フ
セ
イ
ン
の
顔
は
１
メ
ー
ト

の
水
流
が
、
「
水

（
さ
て
／
デ
ハ
）



ル
ほ
ど
も
あ

っ
た
。

ど
う
し
よ
う
か
」
。

（朝
日
新
聞
二
〇
〇
八
年
八
月

一
四
日
、
デ
ハ
・
ト
コ
ロ
デ

・
ソ
シ

テ
を
加
え
た
）

一
Ｔ

二
　
中
古
語
の

「
サ
テ
」
に
つ
い
て

中
古
の
サ
テ
は
、
指
示
副
詞
サ
が
指
示
す
る
前
件
の
事
態
が
後
件
の
事
態

を
修
飾

・
限
定
す
る
副
詞
的
用
法

（
Ｉ
）
と
、
前
件
の
事
態
を
受
け
後
件
の

事
態
と
関
係
づ
け
る
接
続
詞
的
用
法

（
Ⅱ
）
に
分
類

で
き
る

（
そ
し

て

（
Ⅱ
）
は
Ⅱ
Ｉ
Ａ
条
件
、
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
列
叙

・
転
換
、
さ
ら
に
中
古
に
は
な
い
Ⅱ

Ｉ
Ｃ
行
動
に
分
類
さ
れ
る
）。
な
お
、
中
古
に
は

「
サ
テ
モ

・
サ
テ
サ
テ
」

と
用
い
ら
れ
る
場
合
に
見
ら
れ
る
、
前
件
と
後
件
の
事
態
を
ま

っ
た
く
関
係

づ
け
な
い
感
動
詞
的
用
法

（
Ⅲ
）
が
あ
る

（
サ
テ
は
中
世
以
降
に
こ
の
用
法

を
獲
得
す
る
た
め
、
本
論
の
分
類
に
入
れ
る
）
（以
上
、
岡
崎
二
〇
〇
八
）
。

と
こ
ろ
で

（
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
）
列
叙

・
転
換
に
は
、
現
代
語
の
サ
テ
①
②
、
さ
ら

に
現
代
語
の
サ
テ
に
は
用
法
の
無
い

（視
点

・
場
面
の
転
換
の
な
い
）
添
加

や
並
列
、
ま
た

（
Ⅱ
Ｉ
Ｃ
）
行
動
に
は
サ
テ
③
話
題

・
行
動
と
③
質
問
が
含

ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
サ
テ
の
歴
史
的
変
化
を
詳
細
に
見
る
た
め
に
、
岡
崎

（
二
〇
〇
八
）
の

（
Ⅱ
）
を
以
下
に
修
正
す
る
。

（
Ⅱ
Ｉ
Ａ
）
条
件
　
　
（
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
）
添
加

（
Ⅱ
Ｉ
Ｃ
）
転
換
を
含
む
添
加
　
　
（
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
）
転
換

α

（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
）
転
換
β

（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
１
１
）
質
問
　
（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
１
２
）
話
題

・
行
動

た
だ
し
、
結
論
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
管
見
で
は
近
世
前
期
ま

で
は

（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
１
１
）
（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
１
２
）
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
近
世
前
期
ま
で
は

（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
）
と
し
て

一
括
し
て
扱
う
。

こ
の
分
類
に
お
い
て
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ｃ
）
は
現
代
語
サ
テ
①
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
）
は
サ

テ
②

へ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
（
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
）
に
つ
い

て
は
現
代
語
の
サ
テ
に
は
な
い
添
加

（
の
み
）
の
用
法
で
あ
り
、
詳
し
く
は

次
節
の
源
氏
物
語
の
例
で
示
し
て
い
く
。

一
丁

〓
一　
源
氏
物
語
の
サ
テ
に
つ
い
て

源
氏
物
語
の
サ
テ
を
表

一
に
ま
と
め
る
。

表
一

I

A

Ⅱ

B

6 C

D

0 E

0 Ⅲ

計

表

一
に
示
す
よ
う
に
、
現
代
語
の
サ
テ
に
は
な
い

（
Ｉ
）
副
詞
的
用
法
４８

例
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ａ
）
条
件
１８
例
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
）
添
加
１７
例
が
見
い
だ
せ
る
。
ま
た
、

岡
崎

（
二
〇
〇
八
）
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
期
の
サ
テ
に
は

（
Ⅱ
Ｉ

Ｅ
）
転
換
β
と

（
Ⅲ
）
感
動
詞
的
用
法
は
見
い
だ
せ
な
い
。

と
こ
ろ
で

（
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
）
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
代
語
で
は
サ
テ



と
置
き
換
え
ら
れ
な
い
ソ
シ
テ
と
近
い
働
き

（場
面

。
視
点
の
転
換
が
な
い

添
加
）
を
す
る
も
の

（９
）
、
さ
ら
に
現
代
語
で
添
加
と
し
て
働
く

「
ソ
レ

デ

・
ソ
レ
カ
ラ
」
等
と
近

い
働
き
を
す
る
も

の
が
見
ら
れ
る

（
ソ
レ
デ

（
１０
）
、　
ソ
レ
カ
ラ

（
Ｈ
と
。

（
９
）

宮
、
大
将
な
ど
に
や
ゆ
る
し
て
ま
し
、
さ
て
も
て
離
れ
、
い
ざ
な
ひ

取
り
て
ば
、
思
ひ
も
絶
え
な
ん
や

（兵
部
卿
宮
か
右
大
将
な
ど
に
で

も
い
っ
そ
の
こ
と
許
し
て
し
ま
お
う
か
、
そ
し
て
自
分
と
は
縁
が
切

れ
て
、
そ
の
人
た
ち
に
迎
え
取
ら
れ
る
と
い
う
の
だ

っ
た
ら
、
あ
き

ら
め
も

つ
こ
う
と
い
う
も
の
）
　
　
　
　
（常
夏
三
巻
、
二
三
四
頁
）

（
１０
）

女
に
て
い
と
ら
う
た
げ
に
な
ん
」
と
語
る
。
「
さ
て
い
づ
こ
に
ぞ
。

人
に
さ
と
は
知
ら
せ
で
我
に
得
さ
せ
よ

（「
女
の
子
で
と
て
も
可
愛

ら
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
「
そ
れ
で
、
ど
こ
に
い
る
の
？
し

（夕
顔

一
巻
、　
一
八
六
頁
）

（
１１
）

さ
ら
に
か
か
る
消
息
あ
る
べ
き
こ
と
に
も
あ
ら
ず
と
の
た
ま
は
せ
放

ち
け
れ
ば
、
か
ひ
な
く
て
な
ん
嘆
き
は
べ
り
け
る
。
さ
て
、
ま
た
、

常
陸
に
な
り
て
下
り
は
べ
り
に
け
る
が

（ま
る
で
お
取
り
あ
げ
に
も

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
そ
の
女
は
お
知
ら
せ
申
し
た
か
い
も
な

か

っ
た
と
嘆
い
て
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
そ

の
夫
が
常
陸
守
に
な
り
自
分
も
下
向
し
て
お
り
ま
し
て
）

（宿
木
五
巻
、
四
六
〇
頁
）

な
お
、
こ
の

（
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
）
は
中
古
以
降
、
本
論
の
調
査
範
囲
で
あ
る
近
世

ま
で
例
は
見
い
だ
せ
る
。

〓
一　
中
世
以
降
の
サ
テ
の
用
法
に
つ
い
て

中
世
に
お
け
る
サ
テ
に
つ
い
て
、
覚

一
本
平
家
物
語

。
天
草
版
平
家
物
語

の
調
査

・
分
析
と
、
さ
ら
に
天
草
版
平
家
物
語
と
原
拠
本
の
対
照
を
中
心
に
、

そ
の
変
化
を
指
摘
し
て
い
く

（以
降
、
「
覚

一
平
家
」
「
天
草
版
平
家
」
と
す

る
）
。

一二
。
一　

覚

一
本
平
家
の
サ
テ
に
つ
い
て

覚

一
本
平
家
の
調
査
結
果
を
表
二
に
ま
と
め
る
。

表
ニI

2 A

B

8 C

5 D

0 E

計

0 Ⅲ

計

表
二
か
ら
分
か
る
よ
う
に

（
Ｉ
）
副
詞
的
用
法
と

（
Ⅱ
Ｉ
Ａ
）
条
件
が
激

減
す
る
。
ま
た

（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
）
（
Ⅲ
）
に
つ
い
て
は
、
中
古
と
同
じ
く
例
は
見

い
だ
せ
な
い
。

な
お

（
Ｉ
）
に
つ
い
て
は
、

（
‐２
）

少
将

「
い
た
う
な
歎
ひ
そ
。
宰
相
さ
て
お
は
す
れ
ば
、
命
ば
か
り
は

さ
り
共
こ
い
う
け
給
は
む
ず
ら
む
」
と
な
ぐ
さ
め
給

へ
共
、
（
ひ
ど

く
嘆
い
て
く
れ
る
な
。
宰
相
が
そ
の
よ
う
に
お
ら
れ
る
か
ら
、
命
だ



け
は
い
く
ら
な
ん
で
も
も
ら
い
受
け
て
く
だ
さ
る
だ
ろ
う
）

↑
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
第
二
少
将
乞
請
、　
エ
ハ
五
頁
）

を
は
じ
め
、
「
さ
て
渡

（わ
た
ら
）
せ
給

。
さ
て
御
渡
候
ゆ

へ
」
（上

一
五

九

・
上
二
六

一
・
上
二
六
五
頁
、
下
三
八
六
頁
）
、
「
さ
て
お
は
す
べ
か
り
し

人
」
（上
三
二
八
頁
）
、
「
さ
て
そ
こ
に
あ
れ
ば
」
（上
二
五

一
頁
）
と
存
在
や

移
動
を
表
す
動
詞
に
偏
る
こ
と
か
ら
も
次
第
に
衰
退
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え

る

（も
う
１
例
は

「
さ
て
お
ぼ
じ
め
し
か

へ
さ
せ
給
」
（下
二
五
〇
頁
と
。

〓
丁

一
一　
天
草
版
平
家
の
サ
テ
、
さ
ら
に
原
拠
本
と
の
対
照
に
お
い
て

天
草
版
平
家
の
調
査
結
果
を
表
三
に
ま
と
め
る
。

表
三I

2 A

B

C

17 D

0 E

計

8 Ⅲ

計

天
草
版
平
家
に
お
け
る

（
Ｉ
）
副
詞
的
用
法
と

（
Ⅱ
Ｉ
Ａ
）
条
件
の
例
数

は
、
中
世
前
期
の
覚

一
本
平
家
と
比
べ
る
と
、
あ
ま
り
変
化
は
見
ら
れ
な
い

が
、
（
Ｉ
）
副
詞
的
用
法
１２
例
中
９
例
が
、
次
の

（
１３
）
の
よ
う
な

「
サ
テ

ア
ラ
ウ
ズ
ル
コ
ト

（
ア
ラ
ウ
コ
ト
）
デ
ナ
ケ
レ
バ
」
と
い
う
慣
用
的
な
表
現

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は

（
Ｉ
）
は
衰
退
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
‐３
）

海
上
も
次
第
に
暗
う
な
れ
ば
、
名
残
わ
惜
し
け
れ
ど
も
、
さ
で
あ
ら

う
ず
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
　
　
　
（巻
第
四
第
十
四
、
三

一
九
頁
）

な
お
、
（
Ⅱ
Ｉ

Ｅ
）

に

つ
い
て
は
天
草
版
平
家

に
お
い
て
も
見

い
だ
せ
な

い
。

（天
草
版
平
家
と
原
拠
本
の
対
照
）

次
に
天
草
版
平
家
の
サ
テ
と
、
原
拠
本
の
対
応
す
る
箇
所
を
対
照
さ
せ
た

結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
な
お
、
両
者
の
関
係
は
次
の
①
か
ら
③
に
ま

（
４
）

と
め
る
こ
と
が
で
き
る

（以
降
、
例
で
は
天
草
版
平
家
は

「
天
」
、
覚

一
本

平
家
は

「
覚
」
、
百
二
十
句
本
平
家
物
語
は

「
百
」
と
示
す
）
。

①
天
草
版
平
家
サ
テ
、
原
拠
本
の
該
当
箇
所
も
サ
テ

（
‐４
）
Ａ

（天
）
若
君
姫
君
も
筆
を
染
め
て
、
さ
て
を
返
事
わ
何
と
書
か
う

ぞ
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
　
　
　
　
　
（巻
第
四
第
十
、
二
九
〇
頁
）

Ｂ

（百
）
若
君
姫
君
モ
筆
ヲ
染
テ

・
サ
テ
御
返
事

ハ
イ
カ

ニ
書

ヘ
キ

ヤ
ラ
ン
ト
申
玉

ヘ
ハ
　

　

　

　

　

　

（巻
第
十
、
五
七
〇
頁
）

②
天
草
版
平
家
サ
テ
、
原
拠
本
の
該
当
箇
所
は
サ
テ
以
外

（
‐５
）
Ａ

（天
）
ひ
と
え
に
後
生
を
願
う
た
と
、
申
す
。
さ
て
春
も
過
ぎ
、

夏
も
た
け
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
第
二
第

一
、　
一
〇
三
）

Ｂ

（覚
）
ひ
と

へ
に
後
世
を
ぞ
ね
が
ひ
け
る
。
か
く
て
春
す
ぎ
夏
関

ぬ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
第

一
祇
王
、　
一
〇
四
頁
）

③
天
草
版
平
家
サ
テ
、
原
拠
本
に
は
該
当
箇
所
な
し

（
‐６
）
Ａ

（天
）
さ
ら
ば
人
参
れ
と
言
う
て
、
小
松
殿
え
帰
ら
れ
た
。
さ
て

盛
国
を
呼
う
で
重
盛

こ
そ
天
下

の
大
事
を
聞
き
い
だ
い
た
れ

（巻
第

一
第
六
、
四
九
頁
）



Ｂ

（覚
）
さ
ら
ば
人
ま
い
れ
」
と
て
、
小
松
殿

へ
ぞ
帰
ら
れ
け
る
。

主
馬
判
官
盛
国
を
め
し
て
、
「重
盛

こ
そ
天
下
の
大
事
を
別
し

て
聞
出
し
た
れ
。
　
　
　

（巻
第
二
峰
火
之
沙
汰
、　
一
七
六
頁
）

天
草
版
平
家
の
サ
テ
と
、
原
拠
本
の
対
応
す
る
箇
所
を
対
照
さ
せ
た
結
果

を
、
表
四
に
ま
と
め
る
。

表
四

※
原
拠
本
に
お
い
て
は

「扱

・
去
テ
」
は
サ
テ
、
「如
何
」
は
イ
カ
ニ
、
「去
程

二
」

は
サ
ル
ホ
ド
ニ
、

「此
ク
テ
」

は
カ
ク
テ
と
し
た
。
表
中
の
抑
は
ソ
モ
ソ
モ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

次
に
①
か
ら
③
に
つ
い
て
、
分
析
を
し
て
い
く
。

①

（天
草
版
平
家
サ
テ
、
原
拠
本
の
該
当
箇
所
も
サ
テ
）
に
つ
い
て

用
法
と
し
て
は

（
Ｉ
）
副
詞
的
用
法
５
例
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ａ
）
条
件
２
例
、
（
Ⅱ

Ｉ
Ｂ
）
添
加
１５
例
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ｃ
）
転
換
を
含
む
添
加
１
例
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
）
転
換

α
２
例
で
あ

っ
た
。

な
お

（
Ⅱ
Ｉ
Ａ
）
条
件
は
２
例
と
も
、
こ
の
①

（原
拠
本
と
天
草
版
平
家

が
同
じ
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
（
Ｉ
）
副
詞
的
用
法
と
同
じ
く
こ
の
期
に
は

衰
退
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

②

（天
草
版
平
家
サ
テ
、
原
拠
本
の
該
当
箇
所
は
サ
テ
以
外
）
に
つ
い
て

用
法
と
し
て
は

（
Ｉ
）
副
詞
的
用
法
６
例
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
）
添
加
５
例
、
（
Ⅱ

Ｉ
Ｃ
）
転
換
を
含
む
添
加
５
例
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
）
転
換

α
３
例
、
（
Ⅲ
）
感
動
詞

的
用
法
４
例
で
あ

っ
た
。

副
詞
的
用
法

で
あ
る

（
Ｉ
）
６
例
は
す
べ
て
、
（原
拠
本
）
サ
テ

（
シ
）

モ
↓

（天
）
サ
テ
で
あ
り
、
ま
た
６
例
と
も
サ
テ
ア
ラ
ウ
ズ
ル
コ
ト
デ
ナ
ケ

レ
バ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
こ
の
時
期
に
は

（
Ｉ
）
は
一展
退
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
原
拠
本
イ
カ
ニ
↓
天
草
サ
テ
で
あ
る

（
１７
）
は

（
Ⅲ
）
感
動
詞
的
用

法
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
サ
テ
は

（
Ⅲ
）
を
獲
得
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え

る
。
た
だ
し
、
意
味
は
現
代
語
と
は
や
や
相
違
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
次
節
で
詳
し
く
述
べ
る
。

（
‐７
）
Ａ

（天
）
あ
れ
わ
さ
て
仏
御
前
と
存
ず
る
が（巻
第
二
第

一
、　
一
〇
四
頁
）

Ｂ

（覚
）
あ
れ
は
い
か
に
、
仏
御
前
と
見
た
て
ま

つ
る
は
。

（巻
第

一
祇
王
、　
一
〇
五
頁
）

な
お
原
拠
本
と
天
草
版
平
家
の
対
照
に
お
い
て

「
（天
）
さ
て
成
親
卿
わ

少
し
く

つ
ろ
ぐ

こ
と
も
あ
ら
う
か
と
」
（巻
第

一
第
八
、
六
〇
頁
）
と

パ
覚
）
さ
る
程
に
、
新
大
納
言
は
す
こ
し
く

つ
ろ
ぐ
事
も
や
と
」
（巻
第
二

大
納
言
死
去
、　
一
八
七
頁
）
の
よ
う
な

（原
拠
本
）
サ
ル
程

二
↓

（天
）
サ

テ
、
（原
拠
本
）
カ
ク
テ
↓

（天
）
サ
テ

（例
１５
）
が
ま
と
ま

っ
て
見
ら
れ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
接
続
語

「
サ
ル
程

二
・
カ
ク
テ
」
の
変
化
と
も
関

わ

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

③

（天
草
版
平
家
サ
テ
、
原
拠
本
に
は
該
当
箇
所
な
し
）
に
つ
い
て

用
法
と
し
て
は

（
Ｉ
）
副
詞
的
用
法
１
例
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
）
添
加
１６
例
、
（
Ⅱ

Ｉ
Ｃ
）
転
換
を
含
む
添
加
８
例
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
）
転
換

α
ｌ２
例
、
（
Ⅲ
）
感
動
詞



的
用
法
４
例
で
あ

っ
た

（
（
Ｉ
）
の
１
例
は

「
さ
て
あ
ら
う
ず
る
こ
と
で
な

け
れ
ば
」
（巻
第

一
第
十

一
、
七
九
頁
）
で
あ
る
）
。

③
の
サ
テ
が
現
れ
る
箇
所
は
、
右
馬
の
允

。
喜

一
検
校
の
会
話
部
分
、
ま

た
原
拠
本
と
天
草
版
平
家
の
文
脈
は
ま

っ
た
く
変
わ
ら
な
い
が
、
サ
テ
の
み

が
挿
入
さ
れ
た
も
の
、
そ
し
て
原
拠
本
の
内
容
が
大
幅
に
省
略
さ
れ
た
部
分

に
サ
テ
が
使
わ
れ
た
も
の
の
三
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

こ
の
よ
う

に
現
代
語

に
は
な
い

（
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
）
添
加

（及
び

（
Ⅱ
Ｉ
Ｃ
）

（
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
）
（
Ⅲ
）
）
が
、
右
馬
の
允

・
喜

一
検
校
の
会
話
部
分
や
、
そ
も
そ

も
無
か

っ
た
部
分
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
未
だ
口
頭
語
で
も
活
発

に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

（
‐８
）

右
馬
。
さ
て
つ
い
に
わ
兄
弟
の
を
仲
な
ん
と
な

っ
た
ぞ
？

（巻
第
四
第
二
十
五
、
三
七
九
頁
）

〓
Ｔ

〓
一　
近
松
浄
瑠
璃
に
お
け
る
サ
テ
に
つ
い
て

近
世
前
期
の
資
料
で
あ
る
近
松
浄
瑠
璃

（世
話
浄
瑠
璃
）
の
調
査
結
果
を

表
五
に
ま
と
め
る
。
表
五
に
示
す
よ
う
に

（
Ｉ
）
副
詞
的
用
法
と

（
Ⅱ
Ｉ

Ａ
）
条
件
は
見
い
だ
せ
な
く
な
る
。
ま
た

（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
）
の
確
実
な
例
は
未
だ

見
い
だ
せ
な
い
。

（
‐９
）

請
出
す
こ
と
は
さ
て
お
き
思
出
し
も
出
す
に
こ
そ
。

（心
中
天
の
網
島
、
三
七
〇
頁
）

（
２０
）

ど
な
た
で
ご
ざ
る
と
笠
を
の
ぞ
い
て
ヤ
ア
伊
左
衛
門
様
か
。
な
ん
と

喜
左
。
是
は
夢
か
七

つ
か
。
さ
て
お
久
し
や
懐
し
や
。

（夕
霧
阿
波
鳴
渡
、　
一
九
二
頁
）

（２‐
）

た
む
く
ろ
の
親
仁
殿
疑
ひ
の
念
な
き
や
う
に
誓
紙
書
か
す
が
合
鶏
か
。

何
が
さ
て
千
枚
で
も
仕
ら
う
。
　
　
（心
中
天
の
網
島
、
三
七
二
頁
）

表
五0 I

0 A

Ⅱ

6 B

1 C

7 D

0 E

Ⅲ

表
五
に
示
す
よ
う
に
、
こ
の
期
の
サ
テ
は

（
Ⅲ
）
感
動
詞
的
用
法
が
多
く

な
る
。
な
お
、
現
代
語
サ
テ
は
感
動
詞
的
用
法
に
お
い
て
、
疑
念

。
と
ま
ど

い
等
の
感
情
を
表
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
が
、
近
世
前
期
で
は
喜
び

（２０
）

や
何
ガ
サ
テ

（
２‐
）
と
ぃ
ぅ
定
型
句

で

「
も
ち
ろ
ん
だ

・
言
う
ま
で
も
な

い
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る

（ま
た
、
現
代
語

で
見
い
だ
せ
る
慣
用
句
サ
テ
オ
キ

（
１９
）
も
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
な
る
）
。

こ
の
よ
う
に
中
世
に
発
生
し
た

（
Ⅲ
）
感
動
詞
的
用
法
は
、
近
世
に
お
い
て

様
々
に
用
い
ら
れ
、
現
代
語
に
至
る
ま
で
に
、
何
ら
か
の
変
化
が
あ

っ
た
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。

な
お

（
Ⅱ
Ｉ
Ｂ
）
添
加
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
近
世
に
入

っ
て
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
２２
）

染
め
た
模
様
を
花
か
と
て
肩
に
止
れ
ば
お
の
づ
か
ら
。
紋
に
揚
羽
の

超
泉
寺
。
さ
て
善
導
寺
栗
東
寺
。
天
満
の
札
所
残
な
く
。
そ
な
た
に

廻
る
夕
立
の
雲
の
羽
衣
。
　
　
　
　
　
　
３
曰根
崎
心
中
、
二
〇
頁
）



三

・
四
　
浮
世
風
呂
に
お
け
る
サ
テ
に
つ
い
て

最
後
に
、
近
世
後
期
の
江
戸
語
の
資
料
と
な
る
が
、
浮
世
風
呂
の
サ
テ
に

つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

そ
こ
で
浮
世
風
呂
の
サ
テ
を
、
以
下
表
六
に
ま
と
め
る
。

次
の

（２３
）
に
示
す
よ
う
に
、
や
や
現
代
語
と
用
法
と
は
相
違
す
る
も
の

の
、
先
の
近
松
と
同
様
に

（
Ⅲ
）
感
動
詞
的
用
法
が
目
立

っ
て
見
い
だ
せ
る
。

（２３
）

め
く

「
頭
か
走

つ
て
手
が
踊
る
　
に
か

「
こ
れ
か
ら
拍
子
で
や
つ
て

く
り
よ
　
め
く

「
ヲ
ヽ
、
さ
て
そ
こ
ら
は
合
点
だ
。
足
の
三
陰
足
も

と
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（三
〇
六
頁
）

表
六I

0 A

3 B

3 C

D

E-1

l E-2

計

Ⅲ

計

ま
た
、
現
代
語

で
慣
用
的

に
見
い
だ
せ
る

ハ
テ
サ
テ

（
２４
）
も
ヽ
ま
と

ま

っ
て
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
な
る

（全
部
で
８
例
）
。

（
２４
）

イ
ヤ
何
の
か
の
と
取
紛
れ
て
碁
も
出
し
ま
せ
ぬ
て

「
ム

ヽ
、
夫
は
わ

る
い
。

Ｔ
ア
さ
て
夫
は
氣
の
毒
千
万
。
　
　
　
　
　
　
　
（六
五
頁
）

さ
ら
に
、
浮
世
風
呂
に
は
、
以
下

（
２５
）
の
よ
う
に
、
次
の
行
動
に
移
る

際
に
見
ら
れ
る
サ
テ

（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
１
２
）
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
例
が
見

い
だ
せ
る
。

（
２５
）

八
百
屋
さ
ん
。
お
ま

へ
実
性
か
。
テ
モ
さ
て
も
直
に
な
ら
ん
し
た
ナ

ア
。
サ‐
テ‐
卜
　
札濯ル
ヘく　
イ
ヤ
ヽ
待
よ
。
直
に
な
ら
ん
し
た
は
能

が
、
江
戸
子
の
声
色

つ
か
ふ
た
ば
か
り
に
、
高
札
で
落
と
し
た
。

公
一八
二
頁
）

た
だ
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

（
Ⅲ
）
感
動
詞
的
な
用
法
で
あ
る
と
も
判
断

さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
サ
テ
の

（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
）
の
用
法
の
発
生
に
は
、
（
Ⅲ
）
感

動
詞
的
用
法
が
関
わ

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
調
査

・
分
析
を
お
こ
な

っ
て
い
く
。

四
　
お
わ
り
に

以
上
、
サ
テ
が
中
世
の
間
に

（
Ｉ
）
副
詞
的
用
法
と

（
Ⅱ
Ｉ
Ａ
）
条
件
を

失
い
、
（
Ⅲ
）
感
動
詞
的
用
法
を
獲
得
し
た
こ
と
を
示
し
た
。

紙
幅
の
関
係
か
ら
、
近
世
以
降
の
資
料
に
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
ず
、
（
Ⅱ

Ｉ
Ｂ
）
添
加
の
衰
退
、
ま
た

（
Ⅱ
Ｉ
Ｅ
）
の
発
生

。
発
達
に
つ
い
て
は
詳
し

く
述
べ
ら
れ
な
か

っ
た
。
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注（１
）

本
論
で
は
、
議
論
を
単
純
化
す
る
た
め
サ
テ
の
み
を
調
査
対
象
と
す
る
。

そ
の
た
め
サ
テ
モ
・
サ
テ
シ
モ
・
サ
テ
サ
テ
等
は
対
象
外
と
な
る
。

（２
）

源
氏
物
語
の
分
析
に
関
し
て
は
、
岡
峙

（二
〇
〇
八
）
の
分
類
を

一
部
修

正
し
た
。

（３
）

覚

一
本
平
家
の
例
は
、
岩
波
古
典
文
学
大
系
の
頁
数
の
み
記
す
。

（４
）

対
照
す
る
に
あ
た
り
、
清
瀬

（
一
九
八
二
）
を
参
照
し
た
。
な
お
天
草
版



平
家
物
語
か
ら
の
対
照
で
あ
る
た
め

「原
拠
本
の
該
当
箇
所
が
サ
テ
、
天
草

版
平
家
は
サ
テ
以
外
」
は
観
察
で
き
て
い
な
い
。

（５
）

次
の
例
に
つ
い
て

（Ⅱ
Ｉ
Ｅ
）
と
も
解
釈
で
き
る
が
、
本
論
で
は

「
い
や

酒
は
飲
ん
で
き
た
。
と
こ
ろ
で
、
話
す
こ
と
が
あ
る
」
と
考
え
、
（
Ⅱ
Ｉ
Ｄ
）

と
し
て
扱
う
。

の
さ
ば
り
上
れ
ば
そ
れ
煙
草
盆
お
盃
と
。
あ
リ
ベ
か
ゝ
り
に
立
騒
ぐ
。

イ
ヤ
酒
は
お
き
ゃ
飲
ん
で
来
た
。
さ
て
話
す
こ
と
が
有
る
。
こ
れ
の
初

が

一
客
平
野
屋
の
徳
兵
術
め
が
。
身
が
落
し
た
印
判
拾
ひ
。
二
貫
目
の

贋
手
形
で
覇
ら
う
と
し
た
れ
ど
も
　
　
　
　
（曽
根
崎
心
中
、
二
九
頁
）

調
査
資
料

『源
氏
物
語

一
―
工全

小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

（源
氏
物
語
の
用
例
に

は
、
小
学
館
新
編
日
本
文
学
全
集
の
巻
数
を
記
し
た
）、
『平
家
物
語
上
下
』
岩
波

日
本
古
典
文
学
大
系
、
『百
二
十
句
本
平
家
物
語
』
斯
道
文
庫
古
典
叢
刊
２

・
汲

古
書
院
、
『平
家
物
語
竹
柏
園
本
』
天
理
大
学
出
版
部

・
八
木
書
店
、
江
口
正
弘

『天
草
版
平
家
物
語
対
照
本
文
及
び
総
索
引
』
明
治
書
院
、
『近
松
浄
瑠
璃
集
上
』

『浮
世
風
呂
』
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系

参
考
文
献

荻
野
千
砂
子

（二
〇
〇
〇
）
「接
続
詞

「
サ
・こ

に
関
す
る

一
考
察
」
『純
真
紀

要
』
四

一
、
八
九
―
九
八
頁
、
純
真
女
子
短
期
大
学

川
越
菜
穂
子

（
一
九
九
五
）
「
と
こ
ろ
で
、
話
は
か
わ
る
け
ど
―
↓
Ｏ
ｏ
お
，
野

日
ミ
″
ｑ

に
つ
い
て
―
」
『複
文
の
研
究

（下
と

仁
田
義
雄
編
、
く
ろ
し
お

出
版
、
四
六
三
―
四
七
九
頁

清
瀬
良

一
（
一
九
八
二
）
『天
草
版
平
家
物
語
の
基
礎
的
研
究
』
漢
水
社

西
田
隆
政

（二
〇
〇

一
）
「源
氏
物
語
に
お
け
る
指
示
語

「
さ
て
」
の
用
法
―
平

安
和
文
で
の
接
続
詞
的
用
法
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『国
語
語
彙
史
の
研

究
』
二
十
、　
〓

一七
―

一
三
九
頁

長
谷
川
哲
子

（二
〇
〇
〇
）
「転
換
の
接
続
詞

「
さ
て
」
に
つ
い
て
」
『
日
本
語
教

育
』

一
〇
五
、
二

一
―
三
〇
頁

浜
田
麻
里

（
一
九
九
五
）
「
ソ
シ
テ
と
ソ
レ
デ
と
ソ
レ
カ
ラ
ー
添
加
の
接
続
詞
―
」

「
サ
テ
、
デ
ハ
、
シ
カ
シ
、
ト
コ
ロ
デ
ー
転
換
の
接
続
詞
」
『
日
本
語
類
義
表

現
の
文
法

（下
）
複
文

・
連
文
編
』
宮
島
達
夫

・
仁
田
義
雄
編
、
く
ろ
し
お

出
版
、
五
七
五
―
五
八
三
、
六
〇
〇
―
六
〇
七
頁

森
山
卓
郎

（二
〇
〇
六
）
「
添
加
」
「累
加
」
の
接
続
詞
の
機
能
―

「
そ
し
て
」

「
そ
れ
か
ら
」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
」
『
日
本
語
文
法
の
新
地
平
３
』
益
岡
隆
志

他
編
、
く
ろ
し
お
出
版
、　
一
八
七
―
二
〇
七
頁

岡
崎
友
子

（二
〇
〇
八
）
「指
示
語

「
サ
テ
」
の
歴
史
的
用
法
と
変
化
に
つ
い
て

―

『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に
―
」
『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
十
七
、　
一
八

三
―
二
〇
二
頁

岡
崎
友
子

（二
〇
〇
九
）
「接
続
詞

「
サ
テ
」
に
つ
い
て
―
現
代
語
の
用
法
と
テ

ク
ス
ト
ー
」
『就
実
論
叢
』
第
二
八
号
、
六
三
―
七
八
頁
、
就
実
大
学

附
記
本
論
文
の
一
部
内
容
に
つ
い
て
、
第
２
回
文
法
史
研
究
会

（二
〇
〇
九
年
二
月
八

日
、
名
古
屋
大
学
）
に
お
け
る
発
表
に
お
い
て
、
出
席
者
か
ら
有
益
な
ご
教
授
を

賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
本
研
究
は
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（Ｃ
）
「古
代
、
現
代
語
の
指

示
詞
に
お
け
る
総
合
的
研
究
」
（課
題
番
号

一
九
五
二
〇
四
〇
六
、
代
表
岡
崎
友

子
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（お
か
ざ
き

。
と
も
こ
　
就
実
大
学
准
教
授
）


